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■
稀
代
の
「
快
楽
放
蕩
王
」
と
呼
ば
れ
た
、

英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
。
今
号
で
は
、
彼
が

愛
し
た
海
辺
の
街
ブ
ラ
イ
ト
ン
に
建
つ
、
自

慢
の
離
宮
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ビ
リ
オ
ン
」
を

征
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
か
ら
鉄
道
で
１
時
間
ほ
ど
の
場

所
に
あ
る
、
英
国
有
数
の
海
辺
の
観
光
地
、

ブ
ラ
イ
ト
ン
。
駅
を
出
て
、
正
面
を
走
る
ク

イ
ー
ン
ズ
・
ロ
ー
ド
を
真
っ
直
ぐ
下
っ
て
い

け
ば
、
約
15
分
で
浜
辺
ま
で
た
ど
り
着
く
。

海
沿
い
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
付
き
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
が
立
ち
並
び
、
海
へ
向
か
っ
て
右
側

に
は
１
８
６
６
年
に
建
造
さ
れ
、
現
在
は
錆

び
た
鉄
筋
だ
け
が
そ
の
面
影
を
残
す
桟
橋
跡

「
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
・
ピ
ア
」、
左
側

に
は
１
８
９
９
年
に
新
た
に
建
造
さ
れ
た
桟

橋
「
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
パ
レ
ス
・
ピ
ア
」
が
あ

る
。
パ
レ
ス
・
ピ
ア
を
越
え
た
さ
ら
に
奥
に

は
、
白
亜
の
断
崖
「
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
」

の
姿
も
う
か
が
え
る
。

　

小
さ
な
漁
村
だ
っ
た
ブ
ラ
イ
ト
ン
が
発
展

し
は
じ
め
た
の
は
、
18
世
紀
半
ば
の
こ
と
。

あ
る
医
師
が
ブ
ラ
イ
ト
ン
の
海
水
か
ら
薬
を

生
成
し
て
患
者
に
処
方
し
、
そ
れ
が
「
非
常

に
効
く
」
と
話
題
に
な
り
、
療
養
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
。
な
か
で

も
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
深
く
愛
し
た
の
が
、
国

王
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
の
長
男
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
皇
太
子
（
の
ち
の
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
）
で
、

１
７
８
３
年
に
初
め
て
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
訪
れ

て
以
来
、
休
暇
の
多
く
を
同
地
で
過
ご
す
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
４
世
（
左
絵
）
と
い
え
ば
、
快

楽
王
、
放
蕩
王
、
最
低
王
と
い
う
様
々
な

「
別
名
」
で
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
少
年
時
代
か
ら

酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
女
性
に
溺
れ
、
趣
味
に

海辺の街、ブライトンの離宮

ロイヤル・パビリオンを征く
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※2022年６月 14日現在

The Long Gallery & Staircase／回廊と階段
エントランスホールから続く回廊は、笹などの植物が描かれたピンク色の壁が特徴。回廊の脇に
置かれているイスやチェストなどの家具、階段のレールは竹製に見えるが、実は鉄製。職人の高
い技術力がうかがえる。

The Music Room／ミュージック・ルーム
中国皇宮内の「玉座の間」をイメージした部屋。様々な芸術への造詣が深かったジョージ４世は音
楽も愛し、自身専属の楽団をこの部屋へ呼び、ヘンデルやイタリア・オペラを演奏させて客人をも
てなした。1823年にはイタリアのオペラ作曲家、ロッシーニもここでパフォーマンスを行っている。

The Saloon／大広間 
晩餐の後に集まり、談話を楽しむ部屋。ソファを中心に円形に部屋はデザインされており、シル
クをふんだんに用いた新古典主義様式になっているが、カーペットには鳳凰とハスの花など中国
風のモチーフが使われている。

The Banqueting Room／晩餐室
ジョージ４世が愛人や招待客を呼んで、晩餐を楽しんだ部屋。壁には、西洋風の筆致で描かれた中
国絵画が飾られている。シャンデリアの重量は１トンにも及び、天井に固定されているため床に下
ろすことはできないという。部屋のあちこちにドラゴンが飾られている。

Royal Pavilion
ロイヤル・パビリオン
4/5 Pavilion Buildings, Brighton BN1 1EE
Tel : 03000 290900
https://brightonmuseums.org.uk/royalpavilion

 開館時間 ： ４ ～９月 9:30 ～ 17:45
  10 ～３月 10:00 ～ 17:15
 入場料  ： £17

  アクセス ： ブライトン駅から徒歩 15分

かつての離宮厩舎を改築したミュージアム
Brighton Museum & Art Gallery
 開館時間 ： 火～日曜　10:00 ～ 17:00
 入場料  ： £7.50

Brighton Museum
  & Art GalleryQ
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　1866 年 に
完成したウェ
スト・ピアは、
パレス・ピア
と並んでイン
グリッシュ・
ヘリテージか
ら第１級の歴
史指定建造物
に 認 定 さ れ
た、英国内に

現存する貴重な桟橋だったが、2002 年の冬に嵐によって崩壊。修復を
待たずに、翌年には焼失してしまった。現在は鉄筋だけが残されているが、
その向かいの浜辺に 2016 年に建設されたのが、ブライトンの海辺の景
色を 360度パノラマで楽しめる展望台「i360」だ。
　ロンドン・アイの設計者がデザ
インした展望台は、まるで UFO
のような円盤スタイル。ゆっくり
と横回転しながら約 137 メートル
まで上昇し、また回転しながら下
降していく。所要約 20 分で、展
望台の中にはバーがあり、スパー
クリング・ワインを飲みながら絶
景を楽しむことができる。

遊
興
に
と
贅
の
限
り
を
尽
く
す
浪
費
癖

で
悪
名
高
い
人
物
だ
。
た
だ
、
一
方
で

博
学
で
も
あ
り
、
芸
術
や
建
築
へ
の
造

詣
が
深
く
、
彼
が
資
金
を
気
に
か
け
る

こ
と
な
く
「
理
想
の
実
現
」
を
追
求
し

た
お
か
げ
で
、
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト

リ
ー
ト
や
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
と
い
っ

た
今
の
ロ
ン
ド
ン
の
街
並
み
が
完
成
し

た
と
も
言
え
る
。

　

そ
の
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
が
皇
太
子
時

代
に
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
初
訪
問
し
た
と

き
、
上
流
階
級
の
人
々
が
滞
在
す
る
よ

う
な
宿
泊
施
設
も
屋
敷
も
当
然
な
が
ら

な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
彼
は
小
さ
な
下

宿
屋
を
貸
し
切
っ
た
が
、
そ
の
下
宿
屋

が
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ビ
リ
オ
ン
の
前
身
と

な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
気
に

入
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
は
宿
周
辺
の
一

帯
を
す
ぐ
さ
ま
買
い
取
り
、
離
宮
の
建

設
を
命
じ
た
。
当
初
の
外
観
は
白
亜
の

新
古
典
主
義
様
式
、
内
観
は
イ
タ
リ
ア

の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
だ
っ
た
も
の
の
、
中

国
の
珍
し
い
壁
紙
を
入
手
し
た
こ
と
で

大
き
く
方
向
転
換
。
内
装
を
当
時
人
気

の
あ
っ
た
シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
（
中
国
趣
味
）

へ
と
全
面
改
装
さ
せ
た
。

　

や
が
て
父
王
の
健
康
状
態
が
悪
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
１
８
１
１
年
に
摂
政

（
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
の
座
に
就
く
と
、

調
子
に
乗
っ
て
離
宮
を
さ
ら
に
大
改

築
。
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
な

ど
を
手
掛
け
た
建
築
家
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ

シ
ュ
に
依
頼
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
外
観
を
求
め
て
イ
ン
ド

の
宮
殿
風
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
さ
せ
て
い

る
。

　

何
も
知
ら
ず
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ビ
リ

オ
ン
へ
足
を
進
め
た
ら
、
西
洋
と
東
洋

を
融
合
さ
せ
な
が
ら
も
強
く
中
華
風
を

打
ち
出
し
た
派
手
な
内
装
に
驚
く
こ
と

だ
ろ
う
。
赤
と
金
色
で
溢
れ
、
中
国
の

武
人
や
ド
ラ
ゴ
ン
、
ヘ
ビ
、
ハ
ス
の
花

な
ど
の
モ
チ
ー
フ
で
か
た
ど
ら
れ
た

凝
っ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
目
を
奪
わ
れ

る
。
と
く
に
晩
餐
室
の
１
ト
ン
に
及
ぶ

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
必
見
で
、
取
材
当
日

も
多
く
の
人
々
が
部
屋
に
足
を
踏
み
入

れ
た
途
端
、「
わ
ぉ
！
す
ご
い
！
」
と

感
嘆
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
天
井
を
見
上

げ
て
い
た
。
紙
面
で
は
そ
の
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
の
一
部
し
か
紹
介
で
き
て
い
な
い

の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
訪
れ
て
巨
大
な
ド

ラ
ゴ
ン
が
飾
ら
れ
た
逸
品
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
の
滞

在
中
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は

連
日
連
夜
の
よ
う
に
音
楽
会
や
晩
餐
会

が
開
か
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
離
宮
に
招

待
さ
れ
た
貴
人
た
ち
も
目
を
大
き
く
見

開
い
て
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
眺
め
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
造
に

加
え
、
ロ
ン
ド
ン
と
を
結
ぶ
鉄
道
が
開

通
し
た
こ
と
も
あ
り
、
19
世
紀
に
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て

い
っ
た
ブ
ラ
イ
ト
ン
。
晴
れ
た
日
に
海

辺
を
散
歩
す
る
の
も
い
い
が
、
同
地
を

訪
れ
た
ら
、
悪
名
高
い
快
楽
放
蕩
王
の

趣
味
が
詰
ま
っ
た
豪
奢
な
離
宮
へ
足
を

向
け
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

海辺のまわる円盤型展望台

British Airways i360

Lower Kings Road, Brighton BN1 2LN
チケット代：£17.50（展望台のみ）
　　　　　　£24.75（ドリンク付き）


